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職場における新たな
化学物質規制が導入されました  
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た
ち
計
量
証
明
事
業
所
に
、
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
価
上
昇
と
資
源
価
格
が
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か

れ
て
、
先
が
見
え
な
い
不
透
明
な
時
代
で

す
が
、
会
員
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
経
営
力
、

技
術
力
、
営
業
力
な
ど
に
力
を
入
れ
、
当

協
会
に
求
め
ら
れ
る
「
精
度
管
理
の
大
切

さ
」「
分
析
技
術
の
向
上
」
を
追
求
し
、
お

客
様
に
安
心
し
て
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
計
量
証
明
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
一

人
ひ
と
り
が
、
環
境
問
題
に
対
す
る
知
見

を
深
め
、
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
協
会
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
当
協
会
が
会
員
企
業
の
技
術

者
の
情
報
収
集
の
場
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

場
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
も
関
係
各
位
及
び
会
員
・
賛
助

会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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長野県環境部
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長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
だ
よ
り

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
第
22
号
」
に
あ
た
り
、
日

頃
よ
り
当
協
会
な
活
動
に
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
第
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
社
会
全
体
も
当
協

会
自
体
も
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前
に
戻
り
、
世

の
中
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
協

会
の
活
動
も
リ
モ
ー
ト
と
対
面
を
使
い
分

け
て
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
本
年
度
も

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
の
世
界
情
勢
や
気
候
変
動
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
は

益
々
深
刻
化
、
ま
た
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
環
境
保
全
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
皆
様
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
昨
年
の
夏
の
日
本
の
平
均
気
温

が
統
計
開
始
以
降
最
も
高
く
、
全
世
界
も

同
じ
よ
う
な
傾
向
で
あ
り
、
国
連
事
務
総

長
は
、「
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、

地
球
沸
騰
化
の
時
代
が
来
た
」
と
警
告
し

て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私

人
の
職
員
が
水
質
と
生
態
系
の
調
査
研
究

を
一
体
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
当
研

究
所
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
、「
水
・
土
壌
環
境

部
」
と
「
循
環
型
社
会
部
」
を
移
管
し
た

こ
と
に
よ
り
、
当
研
究
所
は
、
企
画
総
務

部
、
大
気
環
境
部
、
自
然
環
境
部
、
感
染

症
部
、
食
品
・
生
活
衛
生
部
の
５
部
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
研
究
所
は
、
安
茂
里
庁
舎
と
飯
綱
庁

舎
に
お
い
て
、
県
下
の
保
健
福
祉
事
務

所
、
地
域
振
興
局
環
境
担
当
課
と
の
連
携

の
下
、
検
査
等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
・
検
査
研
究
の
対
象
と

な
る
の
は
、
住
宅
、
商
店
、
飲
食
店
、
病

院
、
工
場
な
ど
県
民
の
生
活
圏
域
に
留
ま

ら
ず
、
山
岳
・
高
原
地
帯
ま
で
含
む
県
土

全
体
で
す
。

　

県
の
環
境
施
策
を
遂
行
す
る
上
で
、
正

確
な
測
定
と
的
確
な
要
因
分
析
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
野
県
の
豊
か
な
環
境
の
保
全
・
保

健
衛
生
の
向
上
の
た
め
に
一
方
な
ら
ぬ
ご

協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
今
後
も
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
、
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
当
研
究
所
の
業
務
に
ご

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）
に
長
野
県
衛
生
研
究
所
と
し
て
発
足

し
、
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に
衛
生

公
害
研
究
所
、
平
成
16
年
（
２
０
０
４

年
）
に
環
境
保
全
研
究
所
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
か
ら
７

部
体
制
と
な
り
、
環
境
や
保
健
衛
生
に
関

す
る
調
査
研
究
、
試
験
検
査
、
研
修
、
情

報
発
信
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
は
、
気
候
変
動

適
応
法
に
基
づ
く
全
国
５
例
目
の
「
信
州

気
候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

農
業
や
防
災
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
の
気

候
変
動
影
響
将
来
予
測
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
、
当
研
究
所
と
県
庁
の
環
境
政
策
課

と
の
合
同
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
岡
谷
市

の
諏
訪
湖
畔
に
「
長
野
県
諏
訪
湖
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
課
題
の
多
い
諏
訪
湖
を
は

じ
め
と
し
た
県
内
河
川
・
湖
沼
等
の
水
環

境
に
特
化
し
た
研
究
機
関
と
し
て
、
約
20

て
は
、
環
境
計
量
証
明
事
業
の
登
録
や
環

境
計
量
士
に
関
す
る
事
務
、
計
量
証
明
検

査
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
、
計

量
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
所
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
変
化
に
適
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
改
め
て
知
識
と
技
術
・
技
能
の
研
鑚

に
努
め
、
引
き
続
き
適
正
な
計
量
を
推
し

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
進
展
や
企

業
等
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
な
ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
象
を

数
値
で
捉
え
、
長
い
ス
パ
ン
で
状
況
の
変

化
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
有
害
物
質
等
の
濃
度
、
振
動
や
騒
音

レ
ベ
ル
な
ど
を
正
確
に
計
量
す
る
環
境
計

量
証
明
事
業
は
、
事
業
者
等
に
と
っ
て

益
々
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

当
所
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
貴
協

会
並
び
に
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
県
民
の

生
活
や
経
済
の
発
展
を
支
え
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
連

携
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
一
層
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
長
野
県
計
量
検
定
所
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
相
澤
秀
明
で
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
県
の
計
量
行
政
の
推
進
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
分
析
技

術
の
向
上
と
信
頼
性
の
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
長
野
県
の
環
境
保

全
、
環
境
対
策
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
人
類
の
「
は
か
る
」（
計
量
）
歴

史
は
、
一
説
に
よ
る
と
、
日
の
出
・
日
の
入

り
や
月
の
満
ち
欠
け
な
ど
を
も
と
に
し
た

「
時
間
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
計
量
の
技
術
は
社
会
経
済

の
進
展
と
と
も
に
格
段
に
進
歩
し
、
今
や
、

私
達
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保
、
経

済
・
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
計
量
検
定
所
は
、
明
治
26
年
の

長
野
県
度
量
衡
常
置
検
定
所
開
所
に
端
を

発
し
、
以
降
、「
適
正
な
計
量
の
実
施
の

確
保
」
を
目
的
に
検
定
・
検
査
、
普
及
啓

発
等
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
環
境
分
野
に
お
き
ま
し

り
、諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョン
に
掲
げ
た「
人
と

生
き
物
が
共
存
し
、誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る

諏
訪
湖
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
機
関
は
も
と
よ
り
、大
学
や
地
域

関
係
団
体
等
と
の
連
携
や
情
報
発
信
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、環
境
の
学
び
の
場
と
し
て
学

習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域
か
ら
親
し
ま

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、長
野
県
で
は
、か
ね
て
よ
り
世
界

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
気
候
変
動
問
題
に

対
し
て
、令
和
３
年
６
月
に「
長
野
県
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
戦
略
」を
、令
和
５
年
11
月
に
は

「
長
野
県
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
ロ
ー
ド
マッ
プ
」

を
策
定
し
て
お
り
、２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

達
成
と
持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
効
果
的
に
実

施
し
て
い
く
た
め
に
は
、各
調
査
等
に
よ
り
得

ら
れ
た
適
時
適
切
な
測
定
デ
ー
タ
等
に
基
づ

き
、事
象
の
要
因
分
析
を
的
確
に
行
う
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、精
度
や
測
定
分
析

能
力
の
向
上
に
よ
り
、測
定
結
果
の
な
お一層

の
信
頼
性
の
確
保
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と
と

も
に
、県
の
施
策
推
進
へ
の
御
理
解・御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、日
ご
ろ
か
ら
本
県
の
環
境
行
政
の
推
進
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、会
員
の
技
術
力
向
上
に

努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、長
野
県
で
は
、直
面
す
る
諸
々
の
課

題
に
対
応
し
、効
果
的
に
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
組
織
改
正
を
本
年
４
月
に
行
い
、環

境
部
に
お
い
て
は
、上
下
水
道
に
係
る
業
務
を

一
体
的
に
行
う
た
め
の
組
織
再
編
の
ほ
か
、県

内
河
川・湖
沼
の
課
題
解
決
に
向
け
た
調
査

研
究
を
強
化
す
る
た
め
、諏
訪
湖
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

諏
訪
湖
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、従
来
の

水
質
に
関
す
る
調
査
研
究
に
加
え
、新
た
に

生
態
系
に
関
す
る
調
査
研
究
を
強
化
し
、科

学
的
知
見
の
充
実
を
図
り
、県
施
策
へ
の
反

映
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
諏
訪
湖

に
つ
い
て
は
、貧
酸
素
化
、ヒ
シ
の
大
量
繁
茂
、

ワ
カ
サ
ギ
の
漁
獲
量
減
少
な
ど
の
課
題
に
対

す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
た
め
、新
た
な
手
法

に
よ
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

第22号　2024年6月 第22号　2024年6月

ご

あ
い
さ
つ
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政令等の改正の背景と概要     主な改正内容     

　国内で輸入、製造、使用されている化学物質は数万種類にのぼり、その中には、危険性や有害性が不明な物質が
多く含まれます。化学物質を原因とする労働災害件数は高止まりしており、がん等の遅発性疾病も後を絶ちません。
これらの原因となった化学物質の多くは、有機溶剤中毒予防規則等の特別規則の規制の対象外となっていること
から、規制の対象外であった有害な化学物質について、新たな化学物質規制の制度（下図）が導入されました。
　これにより、化学物質の管理は、従来の特別規則による「法令順守型」から、化学物質の危険性・有害性情報の
共有に基づき、事業者自らが管理を行う「自律的な管理」に大きく変わることになります。
※労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（令和4年政令第51号）、労働安全衛生規則等の一部を改正する省令（令和4年
　厚生労働省令第91号）ほか関連法令

❶ラベル表示・SDS交付、リスクアセスメント対象物質が大幅に増加します
　・ラベル表示・SDS等による通知とリスクアセスメント実施の義務の対象となる物質（リスクアセスメント対象物）に、
　　危険性・有害性が確認された全ての物質が順次追加されます。

❷リスクアセスメントを実施し、その結果を踏まえて、労働者がばく露される濃度を低減することが求められます
　・リスクアセスメント対象物の使用に際しては、リスクアセスメントの実施が必要になり、その記録と結果に基づく対策を
　　行う必要があります。
　・リスクアセスメント結果を踏まえ、労働者がリスクアセスメント対象物にばく露される程度を最小限度にすることが
　　義務付けられます。さらに、濃度基準値設定物質を屋内作業場で使用する場合は、労働者がばく露される濃度を濃度
　　基準値以下とすることが義務付けられます。
　・リスクアセスメント対象物からのばく露を低減させる適切な手段を、事業者自らが選択の上、実施する必要があります。
　　【代替物質の使用】【換気装置等を設置し稼働】【作業方法の改善】【有効な保護具の使用】
　・皮膚等障害化学物質等への直接接触を防止するため、その物質の有害性に応じて、労働者に障害等防止用保護具を
　　使用させなければなりません。

❸自律的な管理に向けた実施体制の確立が求められます
　・リスクアセスメント対象物を製造、取扱い、または譲渡提供する事業者は、業種、事業規模にかかわらず、事業場ごとに
　　「化学物質管理者」を選任することが義務付けられます。
　・リスクアセスメントの結果に基づき労働者に保護具を着用させる事業場では、「保護具着用管理責任者」を選任し、
　　使用状況の管理等に関わる業務に従事させることが義務付けられます。
　・危険性・有害性のある化学物質を取り扱うすべての事業場で、雇い入れ時における化学物質の安全衛生に関する必要な
　　教育を行わなければなりません。
　・衛生委員会の付議事項に、「リスクアセスメント結果に基づくばく露低減措置に関すること」等が追加されます。

❹SDS等による情報伝達が強化されます
　・SDS記載項目が追加されます。また、「人体に及ぼす作用」を定期的に確認・更新することが義務付けられます。
　・化学物質を事業場内で別容器で保管する際も、情報伝達が必要になります。

❺リスクアセスメント対象物健康診断が定められました
　・リスクアセスメントの結果に基づき、健康障害発生リスクが高いと判断された労働者に対して、医師等が必要と認める
　　項目について健康診断を実施し、その結果に基づき必要な措置を講じなければなりません。
　・労働者が濃度基準値を超えてリスクアセスメント対象物にばく露したおそれがあるときは、速やかに、医師等が必要と
　　認める項目について健康診断を実施し、その結果に基づき必要な措置を講じなければなりません。

改正項目の実施スケジュールと今後の予定

　2022年より規制項目ごとに順次施行され、2024年4月1日には全面的に施行が開始されました。また、リスクアセ
スメント対象物も、2024年4月1日から234物質が追加され、2026年には約2,900物質まで増加される見込みです。
　なお、国によるGHS分類は今後も継続して行われ、分類の結果、危険有害性が明らかになった物質は、順次ラベル
表示、SDS交付及びリスクアセスメントの実施が義務化される予定です。
　また、濃度基準値設定物質は、2024年4月1日から67物質が定められ、来年度以降も順次追加される見込みです。

一般社団法人長野県労働基準協会連合会　百瀬一夫

第22号　2024年6月 第22号　2024年6月

～法令順守型の管理から事業者による自律的な管理へ～

これまで以上に事業者の主体的な取り組みが求められます

■これまでの化学物質規制の仕組み（特化則等による個別具体的規制を中心とする規制）

■見直し後の化学物質規制の仕組み（自律的な管理を基軸とする規制）

発がん性等が確認された
物質について、専門家の
検討を経て特化則に追加
※2007年以降29物質追加

石綿等
管理使用が
困難な物質

自主管理が困難で
有害性が高い物質

許容濃度または
ばく露限界値が示されている

危険・有害な物質
GHS分類で

危険性・有害性がある物質

GHS分類で危険性・有害性に該当しない物質

有害性に関する情報量

約2,900物質（国がモデルラベル・SDS作成済みの物質）
数百物質

国によるGHS未分類物質
（危険性・有害性情報が少ない
（不明が多い）物質）

数万物質

ラベル表示・SDS交付努力義務

リスクアセスメント努力義務

ばく露濃度をなるべく低くする
措置を講じる努力義務

事業者に措置義務がかかる範囲

危険性・有害性情報が不足して
分類できない物質

８
物
質

123
物
質 674

物
質

数
万
物
質

特化則、有機則等に
基づく個別具体的な

措置義務

製造・使用等の禁止

ラベル表示義務
SDS交付義務

リスクアセスメント義務

ラベル表示努力義務
SDS交付努力義務

リスクアセスメント努力義務

（一般的措置義務）
※具体的な措置基準なし
・排気装置設置等に
よる発散抑制

・保護具の備え付け

ラベル表示・SDS交付による危険性・有害性情報の伝達義務

SDSの情報等に基づくリスクアセスメント実施義務

ばく露濃度をなるべく低くする
措置を講じる義務

ばく露濃度をばく露濃度基準
以下とする義務

皮膚への刺激性・腐食性・皮膚吸収による健康影響のおそれがないことが明らかな物質以外の
全ての物質について、保護眼鏡、保護手袋、保護衣等の使用義務

ばく露濃度基準未設定の物質国がばく露濃度基準を設定した物質
国のGHS分類により危険性・有害性が確認された全ての物質 国による

GHS分類

職場における新たな化学物質規制が導入されました     特集
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ナ
チ
ュ
ラ
ル
も
今
回
で
22
号
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。創

刊
当
初
、
数
年
間
編
集
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
て
頂
き
、10
数
年
間

の
中
抜
け
を
経
て
再
度
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

創
刊
に
あ
た
り
、一
か
ら
始
め
る

こ
と
で
大
変
な
ご
尽
力
を
頂
い

た
今
は
亡
き
勝
野
さ
ん
の
こ
と

が
偲
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン

バ
ー
皆
で
話
し
合
い
な
が
ら
記

事
を
分
担
し
た
こ
と
が
懐
か
し

く
、経
緯
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
私
は
確
か
初
回
の
特
集
記

事
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
を
テ
ー
マ

で
書
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。文
章
が
苦
手
で
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
資
料
を
集
め
何
度
も
書

き
直
し
、間
違
い
が
な
い
か
知
り

合
い
の
ド
ク
タ
ー
に
添
削
指
導

を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

す
。
時
は
流
れ
今
で
は
、細
菌
か

ら
ウ
イ
ル
ス
に
、新
型
コ
ロ
ナ
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
麻
疹
等
い
ろ
い

ろ
な
感
染
症
が
世
の
中
を
騒
が

せ
る
今
日
で
す
が
、ゆ
っ
く
り
と

温
泉
に
浸
か
り
体
と
心
を
休
め

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
久
志
本
﹈

一
般
社
団
法
人 

上
田
薬
剤
師
会 

検
査
セ
ン
タ
ー
塩
﨑
真
弥

の
趣
味
自
慢

私

〔
第
22
回
〕

丸
文
通
商
株
式
会
社 

〔
長
野
市・松
本
市
〕

第22号　2024年6月 第22号　2024年6月

　

私
に
は
自
慢
が
で
き
る
ほ
ど
の

趣
味
や
特
技
が
あ
る
わ
け
で
は
無

い
の
で
す
が
、あ
え
て
挙
げ
る
と

こ
こ
１
年
前
く
ら
い
か
ら
行
っ
て

い
る
フ
ッ
ト
サ
ル
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
小
学
校
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
り
、そ
こ
か
ら
高
校
ま

で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
ま
し
た
。青

春
を
注
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、成
績
を
残
す
こ

と
も
な
く
高
校
に
て
サ
ッ
カ
ー
か
ら
は
引
退
し
ま
し
た
。大

学
で
も
特
に
か
か
わ
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
て
い
き
、社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
や
J
リ
ー
グ
等

の
プ
ロ
の
試
合
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
す
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
て

も
自
分
の
体
を
動
か
し
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
１
年
前
く
ら
い
に
中
学
校
時
代
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
友
人
か
ら
集
ま
っ
て
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
な
い

か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
の
連
絡
と
い
う
こ
と
も

あ
り
同
じ
く
中
学
の
友
人
を
誘
っ
て
体
育
館
を
借
り
て
体

を
動
か
し
ま
し
た
。し
ば
ら
く
運
動
と
い
う
運
動
を
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、身
体
が
全
く
動
か
な
く
て
翌
日
に
は
筋

肉
痛
に
も
襲
わ
れ
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。そ
れ
で
も
友
人
と
ま

た
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
で
は
な
い
が
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、さ
ら
に
身
体
も
動
か
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
も
続
い
て
お
り
、最
初
は
６
人
だ
っ
た
の

が
今
で
は
20
人
近
く
の
大
所
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。個
人
の

都
合
な
ど
で
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、仕

事
が
終
わ
っ
た
後
に
集
ま
り
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
う
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
私
が
い
ま
す
。大
人
に
な
っ
た
今
で
も

友
人
た
ち
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
北
信
理
化
が
丸
文
通
商
と
な
っ
て

丸
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。会
員
各
社
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
合
併
後
も
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い

を
頂
き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。当
社
は
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
診
断
装
置
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ・
人
工
透
析
装
置

等
の
販
売
・
保
守
を
行
う
医
用
機
器
事
業
と
、

環
境
分
析
や
基
礎
研
究・製
品
開
発
を
支
え
る

最
先
端
分
析
計
測
機
器
の
販
売・保
守
を
行
う

分
析
計
測
機
器
事
業
の
二
つ
を
柱
と
し
て
お

り
、北
陸
３
県・甲
信
越・東
京・静
岡
を
営
業
エ

リ
ア
と
し
て
お
り
ま
す
。長
野
県
内
２
拠
点
で

は
約
70
名
の
社
員
が
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
是
は「
機
器
と
情
報
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
貢
献
し
、企
業
の
社
会
的
使
命
を
担
い
、あ
わ

せ
て
社
員
の
幸
福
を
図
る
」で
す
。商
社
と
し

て
の
本
業
で
地
域
の
お
客
様
の
事
業
の
発
展
に

貢
献
す
る
事
は
勿
論
、コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と

し
て
設
立
さ
れ
た
各
県
の
大
学
・
高
専
の
学
生

支
援
基
金
へ
、皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
利
益
の一

部
を
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
還
元
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。ま
た
当
社
の
親
会
社
で
あ
る
丸

文
㈱
の
株
式
を
保
有
す
る
一
般
社
団
法
人
丸
文

財
団
は
、株
式
配
当
を
原
資
に
優
秀
な
若
手
研

究
者
を
対
象
に
各
種
研
究
助
成
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
は
全
社
を
挙
げ
て
健
康
経
営
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。「
健
康
経
営
優
良
法
人（
大

規
模
法
人
部
門
）の
認
定
を
は
じ
め
、女
性
活

躍
を
推
進
す
る「
え
る
ぼ
し
」、子
育
て
支
援
を

推
進
す
る「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」の
認
定（
共

に
厚
生
労
働
大
臣
）を
受
け
、積
極
的
に
働
き

方
改
革
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。長
野
県
に
お

き
ま
し
て
は「
職
場
い
き
い
き
ア
ド
バ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
」に
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
コ
ー
ス・ネ

ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
認
証
を
頂
き

ま
し
た
。健
康
は
職
場
の
活
力
を
合
言
葉
に
、

よ
り
活
気
に
あ
ふ
れ
た
会
社
・
常
に
進
化
し
続

け
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
後
に
は
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

商
社
と
し
て
よ
り
良
い
付
加
価
値
を
創
造
し
て

皆
様
の
事
業
に
貢
献
し
、共
に
活
気
あ
る
地
域

づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。今
後
と

も
何
卒
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第23回

長
環
協 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
総
務
部
会

　

第
23
回
長
環
協
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
５
年
９
月
30
日（
土
曜

日
）、安
曇
野
市
の
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
４
組
16
名
の

参
加
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
数
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
懸
念
に
伴
い
、開
催
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た

が
、よ
う
や
く
令
和
元
年
９
月
以
来
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、ま

た
、今
回
は
甲
信
越
環
境
測
定
分
析
機
関
連
絡
協
議
会
と
の
合
同

コ
ン
ペ
と
な
り
、親
睦
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
天
気
も
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り

ま
し
た
。

　

優
勝
者
は
武
田
淳
志
さ
ん（
長
野
市
薬
剤
師
会
検
査
セ
ン
タ
ー
）、

準
優
勝
者
は
佐
倉
正
晃
さ
ん（
環
境
未
来
株
式
会
社
）で
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
よ
り
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、他
社
の
皆

さ
ん
と
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。次
回
は
是

非
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆開催日／令和5年9月30日（土曜日） ◆競技方法／18ホール・新ペリア方式
◆会　場／豊科カントリー俱楽部　　 ◆費　　用／プレー・飲食費各自負担
◆競技結果
順　位
優　勝
準優勝
３　位

氏　名 / 所　属
武田淳志 / 一般社団法人 長野市薬剤師会
佐倉正晃 / 環境未来 株式会社
伊藤正比呂 / 株式会社 山梨県環境科学検査センター

OUT
38
43
44

IN
38
42
51

GROSS
76
85
95

H.C.
4.8
12.0
19.2

NET
71.2
73.0
75.8

優勝者
インタビュー 第23回長環境ゴルフコンペに参加して

令和5年9月30日（土）豊科カントリー倶楽部にて開催された、第23回長環境
ゴルフコンペに参加して参りました。コロナ渦の影響で令和元年よりずっと中止されていま
したこのゴルフコンペもやっと再開され、経済活動が以前様になってきたと感じています。
　ゴルフという競技は外で行うスポーツで、密を回避できる事から近年若い方たちにも人気がある様です。
私も休日と云えば練習場に通う事が多くゴルフにはまってしまった一人です。前日の甲信越環境測定分析
機関連絡協議会及び懇親会のおかげで皆さんと楽しくプレーする事が出来ました。
　また、天候及び同伴者（中山様、酒井様、清水様）にも恵まれ、実力以上の結果に感謝しています。会員相
互の親睦にはとても良い機会ですので皆さんも是非次回は出席してみては如何でしょうか。本当にありがと
うございました。 一般社団法人 長野市薬剤師会　武田淳志

令
和
５
年
度

活
動
報
告

令
和
５
年
度
事
務
局  

大 

島 

明 

美

　

令
和
５
年
度
は
、皆
様
の
参
加
を
得

て
、一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
感
染
以

前
の
状
況
に
も
ど
し
て
会
議
や
研
修
会

等
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
担
当
の
理
事
会
は
、４
月
、８

月
、１
月
と
も
す
べ
て
対
面
で
開
催
し
ま

し
た
。総
会
は
、コ
ロ
ナ
前
と
同
様
な
方

式
で
、講
演
会
及
び
懇
親
会
も
実
施
し

ま
し
た
。９
月
に
は
当
協
会
が
担
当
と

な
っ
た
甲
信
越
環
境
測
定
分
析
機
関
連

絡
協
議
会
も
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、10

月
、11
月
に
は
日
本
環
境
測
定
分
析
協

会
主
催
に
よ
る
技
術
向
上
に
向
け
た
技

術
発
表
の
場
で
も
あ
る
環
境
セ
ミ
ナ
ー

や
業
界
の
外
部
環
境
動
向
等
が
紹
介
さ

れ
た
経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

技
術
部
会
で
は
、（
雨
水
調
査　

機
関

参
加
）、環
境
技
術
研
修（
基
礎
課
程
参

加
19
名
、専
門
課
程
水
質
・
金
属
分
析
４

名
）、精
度
管
理
調
査（
参
加
20
機
関
）

及
び
技
術
研
修
会
・
交
流
会
（
参
加
35

名
）等
を
例
年
通
り
開
催
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、水
質
・
金
属
以
外
の
環
境

技
術
研
修
（
専
門
課
程
）の
８
講
座
は

昨
年
度
に
続
い
て
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

総
務
部
会
で
は
、機
関
紙
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
」V
o
l.
21
の
編
集
・
発
行
・
発
送
及
び

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
や

掲
載
内
容
変
更
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
内
関
係
機
関
等
の
皆

様
と
も
連
携
を
深
め
、当
協
会
を
通
し

て
各
機
関
の
技
術
向
上
及
び
事
業
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

専
門
研
修
に
参
加
し
て

株
式
会
社 

東
信
公
害
研
究
所

営
業
技
術
部 

検
査
課  

渋 

谷 

友 

紀

　

金
属
類
分
析
の
研
修
に
参
加
し
、環

境
試
料
中
の
有
害
金
属
等
の
分
析
実
技

と
し
て
「
フ
レ
ー
ム
原
子
吸
光
分
析
装

置
に
よ
る
重
金
属
の
測
定
」「
総
水
銀
の

測
定
」「
I
C
P-

M
S
に
よ
る
重
金
属
の

分
析
」に
つ
い
て
御
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
研
修
の
直
前
か
ら
I
C
P-

O
E
S

に
よ
る
重
金
属
の
分
析
を
覚
え
始
め
た

と
こ
ろ
で
し
た
。研
修
は
座
学
の
後
に

実
技
と
い
う
流
れ
で
し
た
が
、座
学
で

分
析
の
原
理
や
特
徴
な
ど
の
基
礎
を
学

び
、続
く
実
技
で
は
標
準
液
だ
け
で
な

く
、過
去
の
精
度
管
理
試
料
や
実
際
に

採
水
し
て
き
た
最
終
処
分
場
の
放
流
水

な
ど
、よ
り
実
践
的
な
分
析
を
体
験
さ

せ
て
頂
い
た
の
で
、た
っ
た
二
日
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、金
属
類
分
析
の
入
門

か
ら
基
礎
ま
で
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、帰
社
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5

類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
ば
か
り

の
開
催
判
断
が
難
し
い
時
期
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
貴
重
な
学

び
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（21）
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